
（２）総点及び各教科の得点分布

総点 国語

社会 数学

理科 英語

令和８年度公立高等学校入学者選抜学力検査の分析結果について 課 長 報 告 （ １ ）

１ 目 的
（１） 検査問題の妥当性を検証し、今後の内容・形式等の改善に

役立てる。
（２） 受験者の学習成果の実態を明らかにし、県下中学校の学習

指導上の課題を考察し、改善の指針を示す。

２ 学力検査の実施教科
国語、社会、数学、理科、英語

３ 分析結果
（１）平均点

教科 国語 社会 数学 理科 英語 総点 受験者数

平均
61.8
(58.6)

60.5
(56.1)

50.2
(47.0)

58.3
(57.4)

48,7
(55.5)

279.4
(274.7)

12,092人
(12,910人)

最高
94
(94)

100
(100)

100
(100)

100
(98)

100
(100)

481
(467)

最低
0
(0)

0
(0)

0
(0)

0
(0)

0
(0)

42
(0)

合格者
平均

61.8
(58.8)

60.3
(56.2)

50.0
(47.1)

58.3
(57.6)

48.6
(55.6)

279.0
(275.4)

※ 数値は、全日制課程受験者の値
※（ ）は昨年度の値
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令和８年度公立高等学校入学者選抜学力検査の分析結果について

（４）今後の対応

知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、
判断力、表現力等を育成するため、複数の事象を比較しなが
ら、多面的・総合的に考察する活動の充実や、根拠を明確に
して論理的に表現し合う対話的な活動場面の設定など、授業
の構成や指導のあり方を一層工夫、改善する必要がある。

教科 授業づくりのポイント

国
語

• 目的に応じて必要な情報を的確に捉え、内容を要約
する言語活動の充実

• 根拠の適切さを検討し、自分の考えが伝わる文章に
なるよう工夫する活動の充実

社
会

• 知識・技能を活用し、諸資料から適切に情報を読み
取り、分類・整理・考察・表現する活動の充実

• 歴史的事象の意味・意義や特色、事象間の関連を説
明したり、意見交換したりする活動の実践

数
学

• 自らの解決過程を振り返り、式やグラフを用いた根
拠を数学的に説明する活動の充実

• 結論を導くために必要な事柄を明確にして、証明の過
程を論理的に表現する活動の充実

理
科

• 条件を制御した実験で規則性を捉え、数値分析によ
り量的な関係を見いだす活動の充実

• 科学的な根拠に基づいて、実験の条件を検討し、得
られた結果を分析する等の活動の充実

英
語

• 英文を読む際に、接続詞に注目しながら文章の流れ
を理解したり、キーワードに着目し全体の要旨を英
語でまとめたりする活動の充実

• 読んだり聞いたりしたことを基にして、自分の考え
や気持ちを伝え合う統合的な言語活動の充実

教科 概 況

国
語

心情に関する描写を基に登場人物像を捉えられている
が、複数の情報を整理しながら内容を解釈することや、
多様な考えができる事柄について根拠の適切さを考え
ながら自分の考えを書くことに課題が見られた。

社
会

日本の諸地域や国際社会等に関する基本的な事象は理
解しているが、資料から読み取れる情報を多面的・多
角的に考察し表現することや、歴史的事象を各時代の
特色を踏まえて捉えることに課題が見られた。

数
学

数と式の領域における基本的な計算技能の定着は見ら
れるが、問題場面の条件を読み取って数量の関係を式
に表現することや、図形を多面的な視点で捉えて解決
の過程を論理的に表現することに課題が見られた。

理
科

自然事象に関する基本的な知識や観察・実験の技能の
定着は見られるが、実験結果を分析して規則性を捉え、
量的な関係を見いだすことや、科学的な根拠に基づい
て自分の考えを表現することに課題が見られた。

英
語

日常的な話題の聞き取りや、基礎的な語彙や文法事項
については定着が見られが、文章の構成や論理の展開
を踏まえて要点を的確に把握することや、自分の考え
とその理由を論理的に表現することに課題が見られた。

ま
と
め

基本的な知識や事象の理解は定着しており、与えられ
た情報から必要なものを読み取る基礎的な能力は身に
付いているが、複数の資料から情報を読み解き、関係
性や規則性を見いだす力や、論理的に考察し、自分の
考えを根拠とともに表現することに課題が見られた。

（３）各教科の概況

全日制課程の学校・学科の中から学力検査総点の受験者平均点
を基にして５０校・学科を抽出し、さらに調査書総点ごとのバ
ランスに留意して合計４００人の答案を抽出して、教科ごと、
小問ごとにその状況を分析考察した。
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ま  え  が  き 

 

 

 本報告は、令和８年度宮城県公立高等学校入学者選抜における第一次募集本試験（令

和８年３月４日実施）の結果について、分析及び考察を示したものです。 

 

 公立高等学校の入学者選抜学力検査問題については、入学者の選抜に際し極めて重

要な資料となることから、中学校学習指導要領の趣旨に即し、その実現に資する出題

内容となっているか、中学校において育成することを目指す資質・能力の状況を適切

に測ることができているかなど、これまでも、継続的な調査研究に取り組み、出題方

法の工夫や改善に努めてきたところです。 

 また、入学者選抜学力検査は、義務教育段階の終わりまでに育成することを目指す

資質・能力の状況を測ることができるものであり、中学校において学習指導の充実・

改善を図るための重要な基礎資料として、当該検査の結果の精緻な分析は大きな意味

があります。 

 

 これらを踏まえ、次の二点を目的として分析及び考察を進めました。 

 

  １ 検査問題の妥当性を検証し、今後の内容・形式等の改善に役立てる。 

  ２ 受験者の学習成果の実態を明らかにし、県下中学校の学習指導上の課題を考

察し、改善の指針を示す。 

 

 一方、高等学校においても、本報告に示すデータや考察は、中学校教育までの学習

の成果の円滑な接続、生徒の実態に応じた指導計画の作成、指導内容や指導方法の工

夫のための有用な情報であると考えます。 

 

 中学校及び高等学校においては、生徒一人一人が育成を目指す資質・能力を確実に

身に付けることを目指し、カリキュラム・マネジメントの充実、主体的・対話的で深

い学びの実現に向けた授業改善などに取り組んでいるところですが、本報告を積極的

に活用することにより、これらを一層促進し、中学生及び高校生にとってより質の高

い、豊かな学びが実現されることを切に期待しています。 

 

 

   令和８年７月 

 

              宮城県教育委員会教育長  小 野 寺  邦 貢 
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Ⅰ　受験状況 

　　表１に今年度及び前年度の学力検査の全教科受験

 者数を示す。

 

  表１　年度別学力検査受験者数

年　度 全日制 定時制 計

令和８年度 12,092 343 12,435

令和７年度 12,910 371 13,281

               

Ⅱ　出題の基本方針 

  　中学校学習指導要領に示されている目標や内容を

踏まえ、基礎的・基本的な知識及び技能並びに習得

した知識及び技能を活用して課題を解決するために

必要な思考力、判断力、表現力等を総合的にみるこ

とをねらいとした。また、各教科とも履修学年や分

野・領域、難易度のバランス、問題の分量について

配慮し、受験生の多様な能力を捉えることができる

 ように工夫した。

 

Ⅲ　学力検査の結果（全日制受験者） 

　１　総　　点 

  　　全教科受験者の総点について、表２に度数分布

表を、図１に相対度数分布図を示す。 

 

  表２　総点の度数分布表

得点区分
令和８年度 令和７年度

人数 割合(％) 割合(％)

    0～100       210      1.7        2.3

  101～150  　   934      7.7        7.2

  151～200     1,660     13.7       12.7

  201～250     1,997     16.5       17.5

  251～300     2,170     17.9       19.5

  301～350     1,966     16.3       17.1

  351～400     1,732     14.3       16.0

  401～450     1,234     10.2        7.4

  451～500       189      1.6        0.3

計    12,092    100.0      100.0

 

　図１　総点の相対度数分布図  

  ２　各教科の成績 

　    表３に各教科の受験者の平均点等と、合格者の

平均点を示す。 

 

　表３  各教科の平均点等

    教科 
国語

 
社会

 
数学

 
理科

 
英語

 
総点

 

区分

受 
平 均

 61.8 60.5 50.2 58.3 48.7 279.4 

験
 (58.6) (56.1) (47.0) (57.4) (55.5) (274.7）

 最 高   94  100  100   100  100   481
者 最 低    0    0    0    0    0    42

合格者平均 61.8 60.3 50.0 58.3 48.6 279.0

               　　　　　 （ ）内は前年度の平均点
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　３　各教科の得点分布 

　    今年度及び前年度の国語、社会、数学、理科、

 英語の得点の相対度数分布図を、以下に示す。

 

　図２　国語 

　 

　図３　社会 

 

　図４　数学 

 

 

 

＊

 

 

 

 

　図５　理科 

 

　図６　英語 

 

 
Ⅳ　各教科の分析 

 

　１　分析の方法 

全教科受験者を対象にして、小問ごとの正答率

（完全正答の割合）、無答率、得点率（配点に対

する平均点の割合）を算出した。また、調査書総

点を基に三つの階層に分け、それぞれの階層別の

得点率を算出した。 

さらに、誤答例・誤答傾向について詳細に分析 

 を行うため、標本を抽出して解答状況の確認を行

った。 

＊標本の抽出について 

全日制課程の学校・学科の中から学力検査総

点の受験者平均点を基にして50校・学科を抽出

し、さらに、調査書総点ごとのバランスに留意

して合計400人を抽出し、標本とした。 
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　２　各教科の分析結果の概況 

 

  国語  平均点　61.8点（前年度比　+3.2） 

　  情報を整理しながら内容を解釈すること、根拠の

　　適切さを考えて書くことに課題 

     学びの成果  

    ・  助動詞「られる」の意味を文脈から見分ける

　　　ことができている。 

    ・  描写を基に、登場人物の人物像を的確に捉え

　　　ることができている。 

     課題  

    ・　複数の情報を整理しながら適切な情報を得て、

　　　内容を解釈することに課題がある。 

　　・  根拠を明確にしながら、自分の考えを書くこ

　　　とに課題がある。 

     授業づくりのポイント  

    ・  目的に応じて必要な情報を捉えて要約する活

　　　動を充実させる。 

    ・  書こうとする根拠が適切であるかを検討しな

　　　がら、自分の考えが伝わる文章になるように工

　　　夫する活動を充実させる。 

 

  社会  平均点　60.5点（前年度比　+4.4） 

　  知識を活用して考察すること、歴史に関わる事象

　　を、各時代の特色を踏まえて捉えることに課題 

     学びの成果  

    ・  日本の諸地域や政治、現代社会、国際社会に

　　　関する基本的な事象が理解できている。 

     課題  

    ・  習得した知識を活用して、資料から読み取れ

　　　る情報について多面的・多角的に考察し、適切

　　　に表現することに課題がある。 

　　・  歴史に関わる事象を、時系列に沿って整理し

　　　たり、政治の展開や社会の様子などに着目して

　　　理解したりすることに課題がある。 

     授業づくりのポイント  

    ・  習得した知識を活用して、地図や文献、統計

　　　などの諸資料から情報を読み取り、分類・整理

　　　して表現する活動を充実させる。 

　　・  歴史に関わる事象の意味・意義や特色、事象

　　　間の関連を説明したり、意見交換したりする学

　　　習活動を積極的に取り入れる。 

 

  数学  平均点　50.2点（前年度比　+3.2） 

　  与えられた条件を読み取り、数量の関係を式に表

　　現すること、図形を多面的な視点で捉え、筋道を

　　立てて表現することに課題 

     学びの成果  

    ・  数と式の領域における基礎的・基本的な計算

　    の知識・技能が身に付いている。 

     課題  

    ・  問題場面において、与えられた条件を正しく

　　　読み取り、数量の関係を式に表現して活用する

　　　ことに課題がある。 

    ・  図形を多面的に捉え、数学的に考察した内容

　　　について表現することに課題がある。 

     授業づくりのポイント  

    ・  自らの解決過程を振り返り、式やグラフなど

　　　を用いた根拠について数学的に説明する活動を

　　　充実させる。 

    ・  結論を導くために必要な事柄を明確にして、

　　　証明の過程を表現する活動を充実させる。 

 

  理科  平均点　58.3点（前年度比　+0.9） 

　  実験結果を分析して、成り立つ規則性を捉え、量

　　的な関係を見いだし表現することに課題 

     学びの成果  

    ・  自然の事物・現象についての基本的な知識が

　    定着している。 

    ・  観察、実験に関する基本的な知識や技能が身

　　　に付いている。 

     課題  

    ・  実験結果の分析から、成り立つ規則性を捉え、

　　　量的な関係を考察することに課題がある。 

    ・  観察実験等から見いだした関係性を、科学的

　　　な根拠を基に、表現することに課題がある。 

     授業づくりのポイント  

    ・  実験結果を分析する際に、条件を制御した実

　　　験により規則性を捉え、数値による分析により

　　　量的な関係を見いだす活動を確保する。 

    ・  探究の過程において、根拠のある仮説を設定

　　　させたり、仮説の妥当性を考えさせたりするこ

　　　とで、表現する活動の充実を図る。 

 

  英語  平均点　48.7点（前年度比　-6.8） 

　  文章の構成や論理の展開を踏まえて要点を的確に

　　把握すること、自分の考えとその理由を論理的に

　　表現することに課題 

     学びの成果  

    ・  日常的な話題について、必要な情報を聞き取

　　　ることができている。    

　　 課題  

    ・  文と文との論理的なつながりを意識しながら

　　　読むことに課題がある。 

　　・  自分の考えとその理由を論理的に表現するこ

　　　とに課題がある。 

     授業づくりのポイント  

　　・  構成や論理の展開をふまえて、要点を的確に

　　　読み取るためには、ディスコースマーカーに着

　　　目して読む活動などを取り入れる。 

　　・  聞いたり読んだりしたことについて、考えた

　　　ことや感じたこと、その理由などを整理して伝

　　　え合う統合的な言語活動を充実させる。 
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　国　語　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　出題のねらいと内容・結果の考察　 

 

１　出題のねらいと内容 

 

　言葉の特徴や使い方、情報の扱い方、我が

国の言語文化に関する知識及び技能並びに話

すこと・聞くこと、書くこと及び読むことに

必要な思考力、判断力、表現力等、国語で正

確に理解し適切に表現する能力を総合的にみ

ることをねらいとした。 

　第一問では、基礎的な漢字を読む力や書く

力、表現技法についての知識、行書の特徴に

ついての知識をみようとした。 

　第二問では、広報委員会で作成する壁新聞

の記事の内容について話し合う場面を素材と

し、言葉の特徴や使い方、情報の扱い方につ

いての知識及び技能、話し合いの進め方の工

夫など、話し合う力をみようとした。 

　第三問では、祖母が営む雑貨店で働き始め

た主人公が、自分に対する祖母の思いに気付

く場面を描いた文章を素材とし、叙述に基づ

いて、文章の内容や表現を的確に捉える力や

適切に表現する力をみようとした。 

　第四問では、言葉が人の物事の見方や考え

方に影響を与えることについて説明した文章

を素材とし、叙述に基づいて、書き手のもの

の見方や考え方を的確に捉える力や適切に表

現する力をみようとした。 

　第五問では、故郷の家族に手紙を出す際の

心境を詠んだ漢詩を素材とし、古典に関する

基礎的な知識を基に、現代語訳や語注などを

手がかりにして、古人のものの見方や考え方

を的確に捉える力をみようとした。 

　第六問では、示されたグラフから読み取っ

たことと、その読み取ったことに対する自分

の考えを書くことによって、豊かに発想する

力及び自分の考えを適切に表現する力をみよ

うとした。 

２　結果の考察 

 

＜第一問＞知識及び技能 

問一　漢字の読み書きの問題。③「遵守」につ

いては、正答率が37.1％であり、「遵」を

「そん」と読んだ誤答が多かった。⑥「就

任」については、正答率が50.2％であり、

「就」を書き間違えた誤答が多かった。教科

書を読むことや読書を通して漢字の読みの習

熟を図るとともに、漢字を様々な文脈の中で

使う機会を充実させたい。 

問二　俳句に用いられている表現技法を適切に

捉えることができるかをみる問題。正答率は

72.5％であったが、各層の得点率の差が大き

かった。c層では、得点率が48.4％にとどま

　漢字を正しく読んだり書いたりすること、

表現技法に関する知識の定着に課題

り、表現技法に関する知識の定着に課題があ

ると推察される。それぞれの表現技法を、そ

の名称と結び付け、意味や用法とともに理解

して使うことができるようにすることが重要

である。 

 

＜第二問＞知識及び技能並びに思考力、判断力、

表現力等「話すこと・聞くこと」 

問一　助動詞「られる」の意味について理解し

ているかをみる問題。正答率は83.9％であり、

助動詞「られる」の意味を文脈から見分ける

ことができていたといえる。 

問六　互いの発言を結び付けて考えをまとめる

ことができるかをみる問題。得点率は55.6％ 

　発言の意図を捉えることに課題
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であった。合意形成のために、複数の人物の

発言から共通点を見いだしていることに着目

できていない誤答が多かった。互いの考えを

生かしながら議論や討論をする活動を通して、

立場や考えの違いを認めつつ、納得できる結

論を目指して話し合う力を伸ばしたい。 

 

＜第三問＞思考力、判断力、表現力等「読むこ

  と」文学的な文章 

問二　登場人物の言動の意味について、適切に

表現できるかをみる問題。得点率は43.9％に

とどまった。根拠となる描写には着目できて

いたものの、傍線部中の指示する語句が指し

示す内容を適切に表現することができていな

い解答が多かった。根拠となる本文の言葉を

用いて登場人物の言動の意味を説明したり、

登場人物の言動から考えたことを伝え合った

りする活動を一層充実させたい。 

問三（二）　登場人物の人物像を捉えることが

できるかをみる問題。正答率は86.8％であっ

た。心情に関する描写を基に、人物像を的確

に捉えることができていたといえる。 

 

＜第四問＞思考力、判断力、表現力等「読むこ 

　と」説明的な文章 

問二　主張と例示との関係を的確に捉えること

ができるかをみる問題。得点率は41.8％にと

どまった。接続語に着目して、文章中に示さ

れている具体例と、書き手の主張との関係を

考えながら内容を把握することができていな

かったと推察される。文章の内容をノートや

レポート等にまとめる活動を充実させ、文章 

 

　情報を整理しながら内容を解釈すること

に課題

　登場人物の言動の意味を捉え、適切に表

現することに課題

 

 

 

の構成や展開を正確に捉える力を育成するこ

とが望まれる。 

問三（一）　複数の情報を整理しながら適切な

情報を得て、内容を解釈することができるか

をみる問題。得点率は11.5％であった。傍線

部直前の表現のみに着目したと推察される解

答が多かった。目的に応じて必要な情報を捉

えて要約する活動を充実させ、情報を整理し

て、内容を解釈する力を伸ばしたい。 

 

＜第五問＞知識及び技能「我が国の言語文　

　化」 

問二　漢文の訓読の仕方を理解しているかをみ

る問題。得点率は59.7％であったが、各層の

得点率の差が大きかった。一・二点の位置が

逆であったり、レ点を付けたりした誤答が多

かった。作品を朗読することを通して、訓読

の仕方について理解を深めるとともに、生徒

と古典の世界との距離を縮め、古典の世界に

親しむことができるように授業を工夫したい。 

 

＜第六問＞思考力、判断力、表現力等「書く

　こと」 

　　グラフから情報を読み取り、読み取ったこ

とに対する自分の考えを適切に表現すること

ができるかをみる問題。グラフから読み取っ

たことに対する考えを書くことができていな

かったり、自分の考えを支える根拠が明確で

なかったりする解答が多かった。多様な考え

ができる事柄について自分の意見をもち、書

こうとする根拠が適切かを検討しながら、自

分の考えが伝わる文章になるように工夫する

活動を充実させ、書く力の伸長を図りたい。

　訓読の仕方の理解に課題

　根拠の適切さを考えながら自分の意見を書

くことに課題
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正答率・無答率・得点率・その他

得点率
調査書総点別得点率

（a:135～111点 b:110～88点 c:87～48点 ）

① 記述
知・技

漢字
99.3%

② 記述
知・技

漢字
96.5%

③ 記述
知・技

漢字
37.1%

④ 記述
知・技

漢字
84.7%

⑤ 記述
知・技

漢字
85.1%

⑥ 記述
知・技

漢字
50.2%

多肢選択
知・技

表現技法
72.5%

多肢選択
知・技

書写
66.3%

多肢選択
知・技

文法
83.9%

記述
話・聞

発言
79.7%

多肢選択
知・技

情報の整理
90.3%

多肢選択
話・聞

司会の進め方
87.5%

多肢選択
話・聞

発言
88.8%

記述
話・聞

発言
55.6%

多肢選択
読む

精査解釈
91.6%

記述
読む

構造内容
43.9%

（一） 抜き出し
読む

精査解釈
91.4%

（二） 多肢選択
読む

構造内容
86.8%

記述
読む

精査解釈
44.3%

多肢選択
読む

表現
77.3%

多肢選択
読む

精査解釈
85.2%

抜き出し
読む

構造内容
41.8%

（一） 記述
読む

精査解釈
11.5%

（二） 抜き出し
読む

精査解釈
69.1%

記述
読む

精査解釈
5.8%

多肢選択
読む

構造内容
62.0%

多肢選択
知・技

言語文化
70.7%

記述
知・技

言語文化
59.7%

（一） 多肢選択
知・技

言語文化
78.6%

（二） 記述
知・技

言語文化
49.8%

論述
書く

意見文
59.7%

62.1%計

第

五

問

問一

問二

問三

第六問

第

四

問

問一

問二

問三

問四

問五

第

三

問

問一

問二

問三

問四

問五

第

二

問

問一

問二

問三

問四

問五

問六

国語

問題 正答率→ ←無答率

第

一

問

問一

問二

問三

99.8%
99.4%
98.7%

a

b

c
99.3% 0.0%

97.8%
96.9%

95.0%

a

b

c
96.5% 0.0%

63.7%
34.4%

15.5%

a

b

c
37.1% 4.6%

97.3%
88.9%

68.5%

a

b

c
84.5% 7.9%

97.4%
90.9%

67.4%

a

b

c
85.0% 3.7%

82.7%
50.1%

20.4%

a

b

c
50.2% 12.9%

94.5%
76.3%

48.4%

a

b

c
72.5% 0.1%

85.2%
65.9%

49.4%

a

b

c
66.3% 0.1%

94.6%
84.8%

73.2%

a

b

c
83.9% 0.1%

91.2%
81.2%

67.5%

a

b

c
68.7% 2.2%

96.3%
92.6%

82.2%

a

b

c
90.3% 0.1%

96.6%
90.1%

76.5%

a

b

c
87.5% 0.0%

97.5%
91.2%

78.3%

a

b

c
88.8% 0.1%

75.9%
58.9%

33.4%

a

b

c
49.4% 5.0%

98.2%
93.4%

83.7%

a

b

c
91.6% 0.1%

59.0%
45.6%

28.2%

a

b

c
22.6% 8.1%

99.0%
94.9%

80.7%

a

b

c
89.9% 3.5%

97.2%
90.3%

73.6%

a

b

c
86.8% 0.4%

54.5%
47.0%

31.9%

a

b

c
7.1% 11.9%

87.2%
78.1%

67.3%

a

b

c
77.3% 0.6%

97.3%
89.1%

69.9%

a

b

c
85.2% 0.3%

67.0%
40.0%

20.5%

a

b

c
41.3% 24.0%

25.0%
8.1%

2.9%

a

b

c
7.7% 31.1%

92.8%
74.5%

41.4%

a

b

c
68.4% 14.0%

12.6%
4.6%

0.9%

a

b

c
0.8% 41.0%

79.8%
61.9%

45.7%

a

b

c
62.0% 2.8%

90.6%
70.1%

53.1%

a

b

c
70.7% 1.0%

88.3%
63.0%

29.7%

a

b

c
59.6% 4.0%

94.6%
82.0%

60.1%

a

b

c
78.6% 2.0%

71.9%
52.6%

26.5%

a

b

c
28.4% 19.1%

68.9%
62.8%

48.0%

a

b

c
1.7% 1.2%

75.5%
63.9%

47.9%

a

b

c
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　社　会　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　出題のねらいと内容・結果の考察　 

 

１　出題のねらいと内容 

 

地理、歴史、公民に関する知識及び調査や諸

資料から情報を読み取りまとめる技能並びに

社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連

を多面的・多角的に考察するために必要な思

考力、判断力、表現力等を総合的にみること

をねらいとした。 

　第一問では、「国際連合の役割と取り組

み」を題材とし、20世紀以降の世界の歴史に

関する知識や、国際連合の仕組みと役割、持

続可能な開発目標に関する知識をみようとし

た。 

　第二問では、「オセアニア州の３か国」を

題材とし、世界地理に関する知識及び地図や

統計資料から情報を読み取る技能並びにオー

ストラリア政府が移民などへの英語教育に力

を入れている理由について、資料を基に多面

的・多角的に考察し、適切に表現する力をみ

ようとした。 

　第三問では、「古代から近代までの日本の

政治体制」を題材とし、歴史に関する知識及

び選挙権の拡大を求める大正時代の活動につ

いて、資料を基に多面的・多角的に考察し、

適切に表現する力をみようとした。 

　第四問では、「国民主権と政治参加」を題

材とし、国民主権に関する知識及び松山市の

若年層に対する選挙啓発活動について、資料

を基に多面的・多角的に考察し、適切に表現

する力をみようとした。 

　第五問では、「九州地方の特色」を題材と

し、日本地理に関する知識及び統計資料から

情報を読み取る技能並びに半導体関連企業が

熊本県に集まった理由について、資料を基に

多面的・多角的に考察し、適切に表現する力

をみようとした。 

　第六問では、「日本の労働環境の歴史」を

題材とし、公民や近現代の歴史に関する知識

及び中小企業が働き方改革に取り組む目的に

ついて、資料を基に多面的・多角的に考察し、

適切に表現する力をみようとした。 

 

２　結果の考察 

 

＜第一問＞公民的分野を中心とする歴史的分野

との融合問題 

２　国際連盟の設立から国際連合が発足される

までの間の世界のできごとについて述べた文

を、年代の古い順に並べかえる問題。正答率

は42.0％であり、20世紀前半から中ごろまで

の国際情勢について、時系列を踏まえた理解

が不十分であったと推察される。年表などの

諸資料から、歴史に関わる事象についての情

報を読み取り、時系列に沿った整理を行う活

　近現代の歴史について、時系列に関わる

視点から理解することに課題

動を重視したい。 

５　SDGsの達成に向けた日本政府の具体的政策

と関連するSDGsの目標を選択する問題。正答

率は95.6％であった。SDGsに関する基本的な

知識を、資料から読み取れる情報と関連付け

ることができているといえる。 

 

＜第二問＞地理的分野を中心とする問題 

４(2)　 オーストラリア政府が移民などへの英

語教育に力を入れている理由として考えられ 

　資料から必要な情報を読み取り、考察し

て表現することに課題
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ることを、資料を基に説明する問題。オース 

トラリアで英語を母国語としない移民が増加

していることには触れていたが、「成人移民

英語プログラム」の実施目的にまで言及でき

ていない解答が多かった。資料から必要な情

報を読み取り、適切に表現する活動のより一

層の充実が望まれる。 

 

＜第三問＞歴史的分野を中心とする問題 

１　８世紀の日本の政治について述べた文とし

て最も適切なものを選択する問題。正答率は

39.7％であった。藤原道長や天武天皇につい

て述べた選択肢を選んだ解答が多く、律令国

家の確立に至る過程や、奈良時代の政治につ

いての理解が不十分であったと推察される。

各時代の特色について、政治の展開などに着

目しながら理解できるよう指導をしたい。 

５　大正時代に行われた活動について、その活

動が行われた理由を、資料を基に説明する問

題。納税額や性別により制限されていた選挙

権の拡大を求めた活動という学習事項を、資

料から読み取れることと関連付けながら考察

できていない解答が多かった。知識を活用し

て諸資料を読み解き、社会の様子などに着目

しながら考察・表現する活動を重視したい。 

 

＜第四問＞公民的分野を中心とする問題 

２(1)　 選挙の制度を定めた法律の名称を記述

する問題。正答率は33.7％であった。「普通

選挙法」という誤答が多くみられた。選挙に

関する具体的な事例を取り上げるなどして選

挙に対する関心を高め、正しい選挙が行われ 

 

　各時代の特色を、政治の展開や社会の様

子に着目して理解・考察することに課題 

　選挙制度を理解すること、統計資料から

適切な情報を読み取り表現することに課題

 

 

 

るための制度や取組について理解を深めるこ

とができるようにしたい。 

４　松山市が選挙コンシェルジュによる啓発活

動を取り入れている理由を、資料を基に説明

する問題。政治的関心と投票行動の関係性を

示した統計資料から、適切な情報を読み取る

ことができていない解答が多かった。様々な

種類の統計資料を基に、多面的・多角的に考

察し、適切に表現する活動を多く取り入れた

い。 

 

＜第五問＞地理的分野を中心とする問題 

３(2)　 福岡県の製造品出荷額等に関する資料

の空所にあてはまる品目の組み合わせを選択

する問題。正答率は50.6％であった。福岡県

の製造業の変化の特徴と、資料から読み取れ

る情報とを関連付けた考察が不十分であった

と推察される。習得した知識を活用して、資

料を分析する活動を多く取り入れたい。 

 

＜第六問＞歴史的分野を中心とする公民的分野

との融合問題 

４　占領期の日本、高度経済成長期の日本、現

代の日本の３つの時期の代表的なできごとを、

起こった年代の古い順に並べかえる問題。正

答率は22.9％と全設問中で最も低く、戦後の

日本社会の変化や推移について理解できてい

なかったと推察される。歴史に関わる事象の

学習においては、時期や年代、推移などに着

目して問いを設定し、図版や統計資料などの

諸資料から歴史に関わる事象についての情報

を読み取り、まとめる活動を重視したい。

　習得した知識と、資料から読み取れる情

報とを関連付けて考察することに課題 

　近現代の歴史に関わる事象を、時期や年

代、推移に着目して整理することに課題
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正答率・無答率・得点率・その他

得点率
調査書総点別得点率

（a:135～111点 b:110～88点 c:87～48点 ）

多肢選択
歴史

（近代）
73.1%

並べ替え
歴史

（近代）
42.0%

語句記述
公民

（国際）
56.4%

多肢選択
公民

（国際）
77.7%

多肢選択
公民

（現代社会）
95.6%

多肢選択
世界地理

（気候）
70.8%

多肢選択
世界地理

（農業）
48.7%

語句記述
世界地理

（農業）
71.4%

(1) 多肢選択
世界地理

（貿易）
84.3%

(2) 論述 世界地理 58.3%

多肢選択
歴史

（古代）
39.7%

多肢選択
歴史

（中世）
49.8%

並べ替え
歴史

（近世）
46.4%

語句記述
歴史

（近代）
51.3%

論述
歴史

（近代）
54.6%

多肢選択
公民

（人権）
62.5%

(1) 語句記述
公民

（政治）
34.5%

(2) 多肢選択
公民

（政治）
75.3%

多肢選択
公民

（人権）
68.3%

論述
公民

（政治）
56.6%

多肢選択 日本地理 82.7%

多肢選択
日本地理

（農業）
90.6%

(1) 語句記述
歴史

（近代）
62.6%

(2) 多肢選択
日本地理

（産業）
50.6%

論述
日本地理

（工業）
75.8%

多肢選択
歴史

（近代）
45.1%

多肢選択
歴史

（近代）
41.0%

語句記述
歴史

（近代）
64.8%

並べ替え 歴公 22.9%

論述
公民

（企業）
68.1%

60.9%

社会

問題 正答率→ ←無答率

第

一

問

1

2

3

4

5

第

二

問

1

2

3

4

第

三

問

1

2

3

4

5

第

四

問

1

2

3

4

第

五

問

1

2

3

4

計

第

六

問

1

2

3

4

5

89.2%
76.0%

55.2%

a

b

c
73.1% 0.0%

70.5%
37.5%

20.8%

a

b

c
42.0% 0.0%

86.2%
57.7%

27.8%

a

b

c
48.8% 15.8%

92.3%
78.9%

62.9%

a

b

c
77.7% 0.2%

99.2%
97.6%

90.1%

a

b

c
95.6% 0.1%

87.1%
71.6%

54.9%

a

b

c
70.8% 0.0%

65.8%
45.4%

36.4%

a

b

c
48.7% 0.1%

93.5%
75.8%

46.4%

a

b

c
66.4% 7.0%

95.5%
88.2%

69.9%

a

b

c
84.3% 0.3%

77.9%
58.0%

40.6%

a

b

c
35.4% 3.6%

59.6%
36.4%

25.1%

a

b

c
39.7% 0.1%

73.3%
44.3%

34.2%

a

b

c
49.8% 0.1%

69.2%
43.2%

28.9%

a

b

c
46.4% 0.0%

79.1%
52.5%

24.5%

a

b

c
40.2% 14.6%

72.8%
56.5%

35.8%

a

b

c
27.4% 6.0%

88.9%
65.0%

35.7%

a

b

c
62.5% 0.1%

67.5%
29.9%

9.2%

a

b

c
33.7% 15.6%

93.8%
78.4%

55.0%

a

b

c
75.3% 0.3%

76.0%
71.1%

58.1%

a

b

c
68.3% 0.7%

68.7%
61.2%

40.5%

a

b

c
29.2% 6.1%

95.5%
85.1%

68.5%

a

b

c
82.7% 0.1%

97.0%
92.7%

82.6%

a

b

c
90.6% 0.1%

89.0%
67.0%

33.7%

a

b

c
55.7% 11.2%

67.5%
50.3%

35.5%

a

b

c
50.6% 0.6%

92.4%
79.7%

56.3%

a

b

c
55.0% 4.1%

65.3%
37.5%

34.8%

a

b

c
45.1% 0.2%

52.4%
36.3%
35.5%

a

b

c
41.0% 0.3%

94.5%
70.6%

31.2%

a

b

c
63.2% 15.8%

36.4%
18.8%

15.1%

a

b

c
22.9% 0.3%

87.3%
71.4%

46.9%

a

b

c
46.9% 6.0%

79.5%
61.6%

43.2%

a

b

c

- 20 -



- 21 -



- 22 -



- 23 -



- 24 -



- 25 -



- 26 -



- 27 -



- 28 -



- 29 -



 

　数　学　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　出題のねらいと内容・結果の考察　 

 

１　出題のねらいと内容 

 

　数量や図形などについての基礎的な概念や

原理・法則などの知識及び事象を数学化した

り、数学的に解釈、表現・処理したりする技

能並びにそれらを活用して問題を解決するた

めに必要な思考力、判断力、表現力等を総合

的にみることをねらいとした。 

　第一問では、数と式についての基礎的な知

識と計算する力、ヒストグラムから相対度数

を求める力及び空間図形の性質から線分の長

さを求める力をみようとした。 

　第二問では、起こり得る場合の数を考察し

確率を求める力、正五角形の性質と平行線の

性質を利用して角の大きさを求める力、関数

の変域を求める力及びグラフの特徴を捉え比

例定数を求める力、与えられた事象から規則

性を見いだし数学化して論理的に考察する力 

をみようとした。 

　第三問では、２種類の飲料の販売数と製造

の手順を素材とし、条件を整理して一次方程

式を立式し処理する力、水と液体原料をタン

クに入れる時間と量との関係をグラフに表現

する力及び変化する二つの数量の関係を論理

的に考察して処理する力をみようとした。 

　第四問では、三平方の定理から線分の長さ

を求める力、二つの三角形が相似であること

を二等辺三角形の性質から論理的に考察し表

現する力、相似な三角形に着目して線分の長

さを求める力及び円周角の定理の逆や相似な

三角形を見いだし論理的に問題を解決する力

をみようとした。 

２　結果の考察 

 

＜第一問＞数と式、図形、関数、データの活用

の基礎事項についての問題 

６  示された無理数よりも小さい自然数をすべ

て答える問題。正答率は53.5％で、根号の中

の数６よりも小さい自然数をすべて答えた誤

答が多かった。授業で無理数を扱う際は、数

直線上に点をとり観察するなど、無理数の数

量を実感させ、数の概念が理解できるような

工夫が望まれる。 

７　示されたヒストグラムから、中央値がふく

まれる階級の相対度数を求める問題。正答率

は51.5％で、中央値がふくまれる階級やその

階級値を答えた誤答が多かった。授業でデー

タを扱う際は、示されたヒストグラムなどか

ら、データの傾向を読み取り、その結果を基

　無理数を数量として捉えること、相対度

数の意味を理解することに課題 

に予測や判断したことを説明する活動を通し

て、相対度数などの必要性や意味を理解でき

るような工夫が望まれる。 

 

＜第二問＞４領域の基礎事項についての問題及

び数学的な見方・考え方を働かせる問題 

２　平行線の性質と三角形の外角の和の性質を

用いて、多角形の角度を求める問題。(1)は、

正五角形の内角の性質を用いて角度を求める

問題。正答率は70.1％で、多角形の内角の性

質は理解できているといえる。(2)は、平行

線の性質を用いて角度を求める問題。正答率

は29.6％で、無答率は19.4％であった。図に 

　図形の性質を組み合わせて考察すること、

二次関数の式とグラフの概形を相互に関連

付けて考察すること、規則性を考察し立式

を行うことに課題 
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示されている角度と(1)で求めた角度を足し

た誤答が多かった。内角の性質と平行線の性

質を組み合わせて考えることができなかった

と推察される。図形をよく観察し条件や性質

を整理して、問題を段階的に解決する力を育

成したい。 

３   (1)は、与えられた xの変域に対応する y

の変域を求める問題。正答率は63.2％で、x

の変域の端点を代入した誤答が多かった。

(2)は、放物線の対称性とグラフ上の点を通

る直線の傾きを利用し、比例定数を求める問

題。正答率は24.7％で、無答率は第二問の中

で最も高い31.5％であった。誤答としては正

負を誤った解答が多く、比例定数の正負とグ

ラフの概形を関連付けて考察することに課題

があるといえる。授業でグラフを扱う際は、

ＩＣＴ機器などを用いて視覚的に捉える活動

を取り入れ、二つの数量関係の変化や対応の

特徴を考察する力を育成したい。 

４(2)　 規則性について考察し、正方形に並べ

たタイルのうち、色が塗られていないものの

個数を求める問題。正答率は46.8％で、立式

をせず、(1)の結果から全体のタイルの数を

５で割ったと推察される誤答が多かった。授

業で規則性を扱う際は、予想を立て、文字式

を用いて予想が正しいことを説明する活動を

取り入れ、数学的な表現を用いて事象を的確

に表現する力を育成したい。 

 

＜第三問＞数と式、関数の融合問題 

１   (1)は、条件を整理して文字式を立式する

問題。正答率は48.0％であった。飲料Ａを飲

料Ｂの1.5倍仕入れていることは立式できて

いるが、10本売れ残ったことまでは立式でき

ていない誤答が多かった。(2)は、立式した 

　与えられた条件を正しく読み取り、数学

的に表現したり考察したりすることに課題 

 

 

 

ものを処理する問題。正答率は17.9％であっ

た。生徒の経験に基づいた場面を設定したり

興味のある題材を取り上げたりして、数学的

に表現するよさを実感させ、日常生活や社会

の事象に数学を活用する力を育成したい。 

２(3)　 グラフの交点の座標を用いて２つの飲

料の製造量が等しくなる時間を求める問題。

正答率は19.1％で、グラフが交わるときに製

造量が等しくなることは捉えられていたが、

グラフから文字式を立式できなかったと推察

される誤答が多かった。必要な情報を式やグ

ラフに表して、考察したことを説明する活動

を取り入れ、問題解決に必要な情報を適切に

読み取り、数学的に考察する力を育成したい。 

 

＜第四問＞図形についての問題 

２　二つの三角形が相似であることを、円の接

線の性質と二等辺三角形の底角の性質を用い

て証明する問題。円の接線と、接点を通る半

径が垂直であることは記述できているが、二

等辺三角形の底角の性質を用いて二つの角が

等しいことを記述できていない誤答が多かっ

た。授業で証明を扱う際は、証明の根拠を説

明し合ったり確認したりするなど、生徒同士

で証明を評価・改善する活動を取り入れ、筋

道を立てて表現する力を育成したい。 

４　付加された条件の下で、円周角の定理を用

いて、合同な三角形の関係を見いだし、面積

を求める問題。無答率は58.8％と全問題の中

で最も高かった。合同な三角形に着目できず、

線分の長さを求めることができなかったと推

察される。図形を多面的な視点で捉え、合同

な三角形の対応関係を見いだし、筋道を立て

て考察する力を育成したい。

　相似であることを論理的に筋道を立てて

表現すること、合同な三角形を多面的に捉

え考察することに課題 
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正答率・無答率・得点率・その他

得点率
調査書総点別得点率

（a:135～111点 b:110～88点 c:87～48点 ）

計算 整数の加減 98.0%

計算 分数を含む乗法 87.8%

計算 整式の加減 88.9%

求値 反比例 69.5%

計算 連立方程式 84.7%

求値 無理数 54.1%

求値 相対度数 51.6%

求値 中点連結定理 53.8%

(1) 求値 確率 92.8%

(2) 求値 確率 62.3%

(1) 求値 角の大きさ 70.1%

(2) 求値 角の大きさ 29.6%

(1) 求値 63.6%

(2) 求値 24.7%

(1) 求値 規則性 77.4%

(2) 求値 二次方程式 46.8%

(1) 式表現 文字式 48.4%

(2) 求値 一次方程式 20.2%

(1) 求値 比例 85.3%

(2) グラフ表現 一次関数 61.1%

(3) 求値 一次関数 19.3%

求値 三平方の定理 70.4%

証明 三角形の相似の証明 35.7%

求値 三角形と比 11.8%

求値 三角形の面積 1.4%

50.7%計

第

三

問

１

２

第

四

問

１

２

３

４

第

二

問

１

２

３

４

数学

問題 正答率→ ←無答率

第

一

問

１

２

３

４

５

６

７

８

99.7%
99.1%

95.1%

a

b

c
98.0% 0.0%

96.6%
93.2%

73.9%

a

b

c
87.2% 1.2%

97.6%
93.5%

75.8%

a

b

c
88.8% 0.7%

96.7%
78.6%

34.5%

a

b

c
69.5% 2.0%

97.1%
92.4%

65.0%

a

b

c
84.0% 3.6%

81.9%
54.0%

28.7%

a

b

c
53.5% 4.1%

84.2%
54.9%

18.2%

a

b

c
51.5% 6.8%

86.7%
57.3%

19.8%

a

b

c
53.6% 7.7%

99.4%
96.5%

82.7%

a

b

c
92.7% 0.5%

81.9%
66.6%

39.6%

a

b

c
61.4% 3.8%

95.7%
77.9%

38.2%

a

b

c
70.1% 4.6%

60.4%
24.6%

6.8%

a

b

c
29.6% 19.4%

92.5%
70.8%

29.4%

a

b

c
63.2% 6.9%

54.2%
19.2%

3.6%

a

b

c
24.7% 31.5%

89.6%
79.6%

63.8%

a

b

c
77.4% 0.6%

75.2%
44.6%

23.2%

a

b

c
46.8% 13.2%

79.3%
49.4%

19.1%

a

b

c
48.0% 10.1%

50.3%
11.3%
2.0%

a

b

c
17.9% 37.8%

96.8%
89.1%

70.6%

a

b

c
85.3% 5.7%

89.1%
64.4%

31.9%

a

b

c
57.3% 12.6%

48.9%
10.7%
1.3%

a

b

c
19.1% 35.5%

95.5%
79.2%

37.9%

a

b

c
70.4% 4.9%

69.5%
32.2%

8.4%

a

b

c
23.7% 12.7%

32.3%
4.9%

0.5%

a

b

c
11.8% 27.9%

4.4%
0.1%
0.0%

a

b

c
1.4% 58.8%

73.4%
51.1%

29.3%

a

b

c

関数

𝑦 = 𝑎𝑥2

関数

𝑦 = 𝑎𝑥2
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　理　科　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　出題のねらいと内容・結果の考察　 

 

１　出題のねらいと内容 

 

　自然の事物・現象についての知識及び観察、

実験などに関する技能並びに科学的に探究す

る力を総合的にみることをねらいとした。 

　第一問では、混合物の分離、音の性質、刺

激に対する反応、火山活動と火成岩を素材と

し、自然の事物・現象に関する基本的な知識

及び技能並びに自然の事物・現象の規則性や

関係性を思考、判断する力をみようとした。 

　第二問では、力学台車をものさしに衝突さ

せて力学台車の速さとものさしの移動距離の

関係を調べる実験を通して、運動エネルギー

や物体どうしにはたらいている力に関する知

識及び得られた実験結果を分析して解釈し、

力学台車がものさしにした仕事について思考、

判断する力をみようとした。 

　第三問では、月の観察を通して、太陽と月

の位置関係による月の形の見え方に関する知

識及び地球から見たときの月の動き方並びに

皆既月食のときの地球と月の位置関係や月食

のしくみについて思考、判断、表現する力を

みようとした。 

　第四問では、植物の種子の呼吸に関する実

験を通して、葉緑体のはたらきや呼吸に関す

る知識及び呼吸によって出入りする酸素と二

酸化炭素の関係について思考、判断、表現す

る力をみようとした。 

　第五問では、マグネシウムと酸素が結びつ

いて酸化マグネシウムができるときの質量の

変化を調べる実験を通して、マグネシウムと

酸素の化学反応式及び反応する物質の質量の

間には一定の関係があること並びに得られた

実験結果を分析して解釈し、質量変化の規則

性について思考、判断する力をみようとした。 

２　結果の考察 

 

＜第一問＞４領域の基礎的・基本的事項について

の問題 

１(2)　 ガスバーナーの空気調節ねじについて

正しいものを選択する問題。正答率は78.5％

であった。実験器具の知識は概ね定着してい

るといえる。安全に実験を行うためにも、基

本操作や正しい器具の扱い方などを習熟させ

るように今後も指導したい。 

４(1)　 火山の噴火により噴き出されたものを

まとめて何というかを記述する問題。得点率

は55.6％であった。「マグマ」や「噴火物」

といった誤答が多くみられた。火山活動につ

いては、実際に観察するのは困難であるため、

　実験器具に関する基本的な知識は定着し

ているが、用語の理解と定着に課題 

火山噴出物の実物の活用や、モデル実験を行

って考察させたり、コンピュータシュミレー

ションを用いて視覚的に捉えさせたりするな

ど、イメージをもたせる指導が有効である。 

 

＜第二問＞物理領域についての問題 

３　実験結果を基に、ものさしの移動距離につ

いて正しいものを選択する問題。正答率は

45.8％であった。力学台車の速さを２倍に

したとき、ものさしの移動距離を単純に２

倍とした誤答が多くみられた。実験結果の

中から必要な情報を判断し、分析することに

課題があるといえる。 

　実験結果を分析し、規則性や量的な関係

を捉えることに課題 
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５　実験結果を基に、指定された質量、速さで

運動させた力学台車がものさしにした仕事を

求める問題。得点率は9.0％で、力学台車の

速さとものさしの移動距離をまとめた表から、

速度と質量に成り立つ規則性を捉えることが

できなかったと推察される。物体の高さや質

量、速さなどの条件を制御して、落下実験や

衝突実験を行い、その結果の分析から規則性

を捉えるように指導したい。 

 

＜第三問＞地学領域についての問題 

１(1)　 月と地球の位置関係から、月の南中時

刻を選択する問題。正答率は34.5％で、日の

出、日の入りと月の南中時刻との関係や、地

球と太陽の位置関係に伴う月の満ち欠けにつ

いて理解できていなかったと推察される。月

の観察記録や資料を用いて、月の見え方の特

徴を見いださせ、地球を俯瞰するような視点

から天体の位置関係を捉えることができるよ

うに指導したい。 

２(2)　 皆既月食のとき、地球から見て月の東

側から欠け始める理由を論述する問題。得点

率は24.3％で、太陽、地球、月が一直線上に

並ぶ現象は理解しているが、月の公転運動と

地球の自転が、月の欠け始めにどのように関

係するか表現できていない解答が多かった。

月の満ち欠けの観察等により、月が公転する

向きや形の変化、時間による変化を理解させ

たい。また、既習内容や生活経験を基に、根

拠のある仮説を設定し、表現する活動の充実

を図りたい。 

 

＜第四問＞生物領域についての問題 

　実験結果から読み取った情報を、科学的

な根拠を基に思考することに課題 

　観察結果を基に、時間的・空間的な関係

を科学的な視点で捉え、表現する力に課題 

 

 

 

１　顕微鏡による観察からわかる、発芽した種

子の説明として正しく述べているものを選択

する問題。正答率は89.9％であり、葉緑体の

はたらきについての理解度が高いといえる。 

３(2)　 実験結果を基に、装置内の酸素と二酸

化炭素の量的な関係として正しいものを選択

する問題。正答率は25.6％にとどまり、多

肢選択問題の中で最も低かった。フラスコ

内の条件とチューブのようすからわかる、

呼吸により出入りする気体の量的な関係を

理解できていなかったといえる。科学的な

根拠を基に、実験の条件を検討したり、得

られた結果の分析をしたりすることで、思

考力の育成を図りたい。 

 

＜第五問＞化学領域についての問題 

１　マグネシウムを加熱したときの反応を、化

学反応式で記述する問題。得点率は50.5％で、

c層の得点率は16.0％にとどまった。化学反

応式をMg のようにイオン式の形で解答した2+

誤答が多かった。化学変化を扱う際には、模

型を用いて、目に見えない原子や分子をイメ

ージさせ、化学変化の前後で原子の組み合わ

せが変わることを理解させたい。 

５　酸化マグネシムと水の反応によってできた

化合物Ｘの質量を求める問題。全問題の中で

も、得点率は1.1％と最も低く、無答率は30. 6

％と最も高かった。酸化マグネシウムと水

の反応について、習得した知識に基づいて

科学的に考察することや、比から量的な関

係を考察することに課題がみられた。探究

の過程において、数値による分析を充実さ

せたり、仮説の妥当性や新たな問題を見い

だす活動を取り入れたりすることで、思考

力や表現力の育成につなげたい。

　実験結果を基に、量的な関係を見いだし

思考・表現することに課題 
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正答率・無答率・得点率・その他

得点率
調査書総点別得点率

（a:135～111点 b:110～88点 c:87～48点 ）

(1) 語句記述
化学

(沸点)
90.5%

(2) 多肢選択
化学

(空気調節ねじ)
78.5%

(3) 多肢選択
化学

(蒸留)
88.4%

(1) 語句記述
物理

(ヘルツ)
95.3%

(2) 多肢選択
物理

(振幅)
45.3%

(3) 多肢選択
物理

(音の波形)
87.5%

(1) 語句記述
生物

(感覚器官)
81.0%

(2) 多肢選択
生物

(骨や筋肉)
72.3%

(3) 多肢選択
生物

(反応時間)
62.6%

(1) 語句記述
地学

(火山噴出物)
55.6%

(2) 多肢選択
地学

(火成岩)
64.2%

(3) 多肢選択
地学

(溶岩の特徴)
56.6%

多肢選択
物理

(エネルギー)
89.1%

多肢選択
物理

(はたらく力)
71.0%

多肢選択
物理

(仕事)
55.0%

計算
物理

(仕事)
47.1%

計算
物理

(仕事)
9.0%

(1) 多肢選択
地学

(南中時刻)
34.5%

(2) 多肢選択
地学

(天体望遠鏡)
43.7%

(3) 多肢選択
地学

(月の動き)
65.9%

(1) 多肢選択
地学

(月食の位置)
73.0%

(2) 論述
地学

(月の欠け方)
24.3%

多肢選択
生物

(葉緑体)
89.9%

多肢選択
生物

(酸素の量)
69.0%

(1) 論述
生物

(空気量の変化)
31.2%

(2) 多肢選択
生物

(呼吸)
25.6%

多肢選択
生物

(種子の養分)
47.6%

語句記述
化学

(化学反応式)
50.5%

多肢選択
化学

(質量変化)
89.6%

作図
化学

(グラフ)
62.2%

多肢選択
化学

(質量比)
75.4%

計算
化学

(化合物の質量)
1.1%

58.6%

理科

問題 正答率→ ←無答率

第

一

問

1

2

3

4

第

二

問

1

2

3

4

5

第

三

問

1

2

第

四

問

1

2

3

4

計

第

五

問

1

2

3

4

5

98.4%
95.9%

77.5%

a

b

c
89.5% 1.6%

92.1%
78.8%

65.8%

a

b

c
78.5% 0.0%

96.6%
89.5%

79.7%

a

b

c
88.4% 0.0%

99.8%
98.2%

88.2%

a

b

c
95.3% 0.9%

62.2%
44.0%

31.1%

a

b

c
45.3% 0.1%

96.9%
90.1%

76.0%

a

b

c
82.2% 0.0%

97.7%
88.0%

58.0%

a

b

c
79.2% 2.8%

83.4%
73.1%

61.2%

a

b

c
72.3% 0.0%

86.8%
60.9%

42.3%

a

b

c
62.6% 0.3%

84.2%
57.8%

27.1%

a

b

c
53.7% 1.5%

91.3%
64.0%

39.4%

a

b

c
64.2% 0.1%

74.6%
54.9%

41.7%

a

b

c
44.5% 0.1%

96.4%
90.1%

81.3%

a

b

c
89.1% 0.0%

90.4%
72.7%

51.3%

a

b

c
71.0% 0.1%

78.9%
50.7%

37.8%

a

b

c
45.8% 0.0%

78.5%
45.9%

19.4%

a

b

c
47.0% 7.9%

25.0%
3.3%

0.3%

a

b

c
8.9% 29.3%

57.1%
26.6%

22.3%

a

b

c
34.5% 0.1%

59.6%
40.2%

33.0%

a

b

c
43.7% 0.1%

74.1%
62.6%
61.9%

a

b

c
52.0% 0.1%

94.3%
75.8%

50.3%

a

b

c
73.0% 0.1%

43.7%
22.4%

8.6%

a

b

c
12.9% 13.0%

98.1%
92.9%

79.2%

a

b

c
89.9% 0.0%

83.0%
71.5%

53.3%

a

b

c
69.0% 0.1%

56.6%
27.5%

11.8%

a

b

c
23.1% 10.9%

40.4%
20.8%

17.0%

a

b

c
25.6% 0.3%

63.2%
45.9%

35.1%

a

b

c
47.6% 0.2%

86.6%
51.7%

16.0%

a

b

c
48.7% 2.7%

98.5%
92.4%

78.5%

a

b

c
85.2% 0.1%

89.2%
69.5%

29.7%

a

b

c
57.0% 5.6%

96.8%
77.3%

53.9%

a

b

c
75.4% 0.2%

3.1%
0.2%
0.2%

a

b

c
1.1% 30.6%

75.6%
58.6%

43.1%

a

b

c
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　英　語　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　出題のねらいと内容・結果の考察　 

 

１　出題のねらいと内容 

 

　英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働

きなどの知識及びこれらの知識を聞くこと、

読むこと、話すこと、書くことによるコミュ

ニケーションにおいて活用する技能並びに情

報や考えを理解したり、これらを活用して表

現したり伝え合ったりするために必要な思考

力、判断力、表現力等を総合的にみることを

ねらいとした。 

　第一問では、絵を見ながら英語を聞いて内

容を理解する力、会話の流れに沿って適切に

応答する力、会話を聞いて内容を理解し質問

に適切に応答する力及び短い英語を聞いて場

面を捉え質問に対して即興で適切に応答する

力をみようとした。 

　第二問では、短い会話を通して、基本的な

文法・語法に関する知識と語彙力及び基本的

な英文を構成する力をみようとした。 

　第三問では、催し物について英語で書かれ

たチラシを素材とし、必要な情報を読み取る

力をみるとともに、親切な行為の広がりにつ

いて中学生が話した英文を素材とし、英文の

概要を的確に捉える力をみようとした。 

　第四問では、高校生が人間の行動の特性に

ついて調べるために読んだ英文を素材とし、

必要な情報や概要、要点を的確に捉えながら、

書き手が伝えようとする内容を読み取る力を

みようとした。 

　第五問では、友人の誕生日に祝意を伝える

際、電話と電子メールのどちらがよいか意見

を募集する学校英語新聞の英文を素材とし、

自分の考えやその理由を相手に伝わるように

英語で適切に表現する力をみようとした。 

２　結果の考察 

 

＜第一問＞「聞くこと」に関する問題 

問題３  　３番   まとまった量の会話を聞いて話

し手の意向を正確に把握できるかをみる問題。

正答率は39.4％にとどまり、会話中の情報を

整理できていない誤答が多かった。聞き取っ

た情報を整理し、その内容を基本的な語句や

表現を用いて伝える活動などを通して、話し

手の意向を正確に捉える力を養いたい。 

問題４   助言を求める質問に対して即興で適切

に応答することができるかをみる問題。得点

率は44.4％にとどまった。助言をするときに

用いるYou can...などの表現を適切に使うこ

とができていないものが多かった。目的や場

面、状況などに応じて、即興で応答する活動

  発話を聞き、話し手の意向を正確に把握す

ること、適切に応答することに課題

を通して、既習の文法事項や表現を適切に使

用できるように指導したい。 

 

＜第二問＞コミュニケーションを支える文法・

語法に関する問題 

２(2)　 受け身に関する問題。正答率は18.3％

にとどまった。主語と動詞を的確に捉えるこ

とができていない誤答が多かった。主語とな

る名詞を前置詞句で後置修飾することが難し

かったと推察される。後置修飾を指導する際

は、日本語の語順とは異なっていることに留

意して指導する必要がある。基本的な文法事

項については、言語活動の中で繰り返し使用

することで、定着につなげたい。 

　文法事項を正しく用いて基本的な英文を構

成することに課題
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＜第三問＞「読むこと（日常的な話題）」に

関する問題 

１(2)　 資料から必要な情報を読み取ることが

できるかをみる問題。正答率は48.7％にとど

まった。b・c層では、チラシと同一の語句が

使用されている選択肢を選んだ誤答が多かっ

た。目的に応じて、必要な情報を素早く把握

するような活動を充実させることで、資料か

ら必要な情報を読み取る力を身に付けさせた

い。 

２(4)　 スピーチの流れを正確に捉えられるか

をみる問題。正答率は39.4％にとどまった。

どの層においても、スピーチの内容の序盤か

ら流れを捉えられていない誤答が多かった。

エッセイや物語などの文章全体を読んだ後に、

時系列に情報を整理したり、筆者が伝えたい

ことの大まかな内容を把握したりする活動を

充実させ、まとまりのある文章を時系列に沿

って整理する力を養いたい。 

２(5)　 スピーチの話し手が伝えたいことを正

しく読み取り、それを表現できるかをみる問

題。全体の得点率は19.7％にとどまった。話

し手が伝えたい内容を抽象化して理解できて

いないものが多かった。また、要点を英語で

表現することに課題がみられた。英文のキー

ワードを確認して、全体の内容を簡単な英語

でまとめる活動を取り入れるなどして、要点

を読み取る力を伸ばすとともに、その内容を

適切に表現する力も伸長させていきたい。 

 

＜第四問＞「読むこと（社会的な話題）」に 

  関する問題 

　資料から必要な情報を読み取ること、文

章の要点を捉え、表現することに課題

　文章の構成や論理の展開を踏まえて、内容

を的確に把握し、表現することに課題

 

 

 

２　本文中の空所に入るつなぎ言葉を選ぶ問題。

第四問の中で、a層とb・ｃ層の正答率の差が

最も大きかった。順接を表す接続詞soが正答

であるが、逆接を表すbutを選んだ誤答が最

も多かった。文章の構成や論理の展開を意識

しながら、内容を的確に読み取る力を育む指

導の充実を図りたい。 

４　英文の文脈に沿った疑問文を空所に入れる

ことができるかをみる問題。文脈に沿ってい

ないものが多く、空所の前後の内容を正確に

捉えることや、文脈に沿った疑問文を表現す

ることができなかったと推察される。英文の

内容を正確に把握する力や、文脈を踏まえて

適切に表現する力を養う言語活動を充実させ

たい。 

 

＜第五問＞「書くこと」に関する問題 

　　英文の内容を把握し、自分の考えとその理

由を３文以上の英語で適切に表現することが

できるかをみる問題。問いに対する自分の考

えを書くことはできるが、その理由を書くこ

とには課題がみられた。考えと理由が論理的

につながっていないものが散見された。ｃ層

では、動詞が欠落していたり、接続詞や関係

代名詞などを用いずに動詞を多用したりする

などの文構造上の誤りが多くみられた。a・

ｂ層では、前置詞の用法や動詞の語法が誤っ

ているものが多くみられた。読んだ内容につ

いて自分の考えやその理由を伝え合った上で、

その内容を整理して書くなど、領域を統合し

た言語活動を充実させたい。また、自分の考

えを英文で表現させる際は、他の生徒や教師

からのフィードバックを通して内容や表現の

適切さを吟味させ、論理的な構成や展開を意

識した英文を書く力の育成を図りたい。

　自分の考えが伝わるように英文を論理的

に書くことに課題
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正答率・無答率・得点率・その他

得点率
調査書総点別得点率

（a:135～111点 b:110～88点 c:87～48点 ）

１番 多肢選択 リスニング 内容把握 96.2%

２番 多肢選択 リスニング 内容把握 70.5%

１番 多肢選択 リスニング 内容把握 82.4%

２番 多肢選択 リスニング 内容把握 76.1%

１番 多肢選択 リスニング 内容把握 66.8%

２番 多肢選択 リスニング 内容把握 62.1%

３番 多肢選択 リスニング 内容把握 39.4%

英文記述 リスニング 応答文 44.4%

(1) 多肢選択 文法 80.5%

(2) 多肢選択 文法 79.2%

(3) 多肢選択 文法 39.7%

(1) 語順整序 文法 70.7%

(2) 語順整序 文法 18.3%

(1) 多肢選択 情報検索 69.3%

(2) 多肢選択 情報検索 48.7%

(1) 多肢選択 内容理解 74.6%

(2) 和文論述 内容理解 41.5%

(3) 英文記述 内容理解 21.1%

(4) 多肢選択 本文の 要旨 39.4%

(5) 語記述 本文の 要旨 19.7%

和文論述 内容理解 33.5%

多肢選択 内容理解 55.4%

多肢選択 内容理解 52.1%

英文記述 内容理解 23.1%

(1) 英文記述 内容理解 37.4%

(2) 英文記述 内容理解 28.3%

(1) 多肢選択 本文の 要旨 58.9%

(2) 多肢選択 本文の 要旨 49.9%

(3) 多肢選択 本文の 要旨 43.5%

英作文 英作文 40.6%

49.2%

英語

問題 正答率→ ←無答率

第

一

問

問題１

問題２

問題３

問題４

第

二

問

１

２

第

三

問

１

２

第五問

計

第

四

問

１

２

３

４

５

６

99.0%
97.5%

92.1%

a

b

c
96.2% 0.0%

95.5%
77.2%

40.3%

a

b

c
70.5% 0.0%

97.6%
85.8%

64.7%

a

b

c
82.4% 0.0%

96.5%
82.9%

50.0%

a

b

c
76.1% 0.0%

92.8%
70.1%

39.2%

a

b

c
66.8% 0.0%

87.5%
62.7%

38.1%

a

b

c
62.1% 0.0%

63.5%
35.0%

22.0%

a

b

c
39.4% 0.1%

77.6%
45.0%

13.4%

a

b

c
28.8% 14.2%

99.3%
90.1%

52.8%

a

b

c
80.5% 0.0%

98.3%
87.0%

53.4%

a

b

c
79.2% 0.0%

57.8%
37.2%

25.9%

a

b

c
39.7% 0.2%

97.2%
76.8%

39.8%

a

b

c
70.7% 0.1%

47.4%
9.4%
1.1%

a

b

c
18.3% 0.6%

91.0%
68.3%

50.4%

a

b

c
69.3% 0.1%

78.3%
44.2%

26.4%

a

b

c
48.7% 0.3%

97.3%
81.8%

46.0%

a

b

c
74.6% 0.5%

72.8%
43.0%

11.1%

a

b

c
24.4% 13.4%

39.6%
18.1%
7.3%

a

b

c
4.3% 24.0%

75.6%
36.6%

9.1%

a

b

c
39.4% 1.3%

41.4%
14.5%

5.4%

a

b

c
11.3% 32.2%

66.5%
31.1%

5.7%

a

b

c
21.9% 27.4%

89.0%
51.4%

28.8%

a

b

c
55.4% 0.1%

83.4%
48.8%

26.9%

a

b

c
52.1% 0.5%

50.2%
18.1%

3.7%

a

b

c
15.8% 35.4%

58.2%
39.1%

16.4%

a

b

c
19.6% 27.9%

53.1%
26.0%

8.2%

a

b

c
16.9% 39.0%

84.6%
58.5%

35.8%

a

b

c
58.9% 0.5%

78.0%
45.8%

28.5%

a

b

c
49.9% 0.7%

66.6%
38.2%

28.1%

a

b

c
43.5% 1.3%

64.8%
41.6%

17.2%

a

b

c
5.3% 9.3%

74.1%
48.8%

26.6%

a

b

c
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みやぎ県立高校将来ビジョン ２０２６→２０４０第１期実施計画の策定について

○ 圏域ごとに必要となる学びを検討するとともに、生徒の多様な学習ニーズに応じた学びの機会を提供する。
○ 宮城県全体を一つの「学校」としてとらえ、どこに住んでいても質の高い学びにアクセスできる環境を整える。
○ そのため、各圏域に配置する高校間において、学校間連携やオンラインを効果的に活用することで連携し、学校という物理的な教室
や校舎の枠を越えた学びを実現する。

令和２１年度における宮城県全体の高校の在り方（イメージ）

創造的再構築後のイメージ オンライン教育センターを核とした教育空間の拡張のイメージ

進学系拠点校のイメージ

涌谷高校における遠隔授業の様子

ピアグループのオンライン授業のイメージ

Google Geminiで作成

➢ 令和８年４月より貞山高校内にオンライン教育センターを設置し、授業配信等を実施する。

➢ オンラインの活用などによりピアグループを形成し、進学系拠点校が連携して相互に配信す
る授業等を生徒が受講するなど、学校の枠を越えた学習環境を整備する。

オンライン教育センターにおける
授業配信の様子

課 長 報 告 （ ２ ）

-３-



○中学校卒業者数（R7.3卒業者）：１９，２６５人
○全日制設置学級数：３３８学級
※Ｒ７全日制必要学級数：３０５学級
○定時制設置学級数：２５学級

○中学校卒業者数（R21.3卒業者）：１２，２４０人 ○全日制必要学級数見込み：１８８学級
○定時制設置学級数（別枠）：１３学級 ○その他別枠の学級数：７学級

Ｒ７現在の配置状況 Ｒ２１年春の姿

宮城県（全日制）

学級数

学科別

普通 農業 工業 商業水産体育英語家政看護福祉理数美術災害国際総合

南部 35 15 2 6 4 0 1 1 6

中部 188 139 7 17 12 0 2 2 2 4 1 1 1 0

北部
（大崎）

40 22 6 6 2 1 3

北部
（栗原）

11 6 1 4

東部
（石巻）

35 19 0 5 4 3 4

東部
（登米）

14 8 1 3 1 1

気仙沼 15 8 1 1 2 3

全日制計 338 217 16 38 25 5 3 2 3 1 1 4 1 1 1 20

64% 5% 11% 7% 1% 1% 1% 1% 0.3 
%

0.3
%

1% 0.3
%

0.3
%

0.3
%

6%

学びの類型
※市立は高校名

学級数 役割

進学系・
普通系

1０８

高い学力と探究力を身に付けることを目指し、ピアグループを形成することや、進学意識の
高い生徒のための教育課程の充実など、希望進路の実現に向けた学習環境を整備する。また、
普通科の改革の推進により、地域の特色や社会的ニーズに応じた新たな学科の設置や、地域
や大学等と連携した探究的な学びの推進など、総合的な探究の時間や学校設定科目などの
活用により、従来の普通科の考え方にとらわれない学びを創出し、地域や学校の特色に応じ
た魅力化を図る。

農業系 12

ＡＩやＩｏＴ、データ分析などのスマート農業に必要とされる情報・デジタル技術やバイオテクノ
ロジーなどの学びを教育課程に取り入れる。また、地域の産業・自然・文化などの特色を反映
した教育課程を設定することで、生徒が地域資源に触れながら課題解決型の学習に取り組み、
実社会で活かせる力を育成できる複合学科を設置する。

工業系 ～22

生徒が複数の専門分野に触れ、自身の興味・関心や将来の進路に応じた学びを選択できるよ
う、幅広く選択可能な柔軟なカリキュラムを設定する。また、学校間連携や地域の企業・団体
との協働を通じ、多様な実習先や実践的な学習機会を確保し、ＡＩやＩｏＴなどの学びも取り入
れながら、最新の技術や現場の課題に対応できる能力を育成する学習環境を整備する。

商業系 ～11
地域資源や産業の特長を理解し、商品開発や流通、マーケティングなど実社会で求められるＡ
Ｉなどの活用を含む知識や技術について、より学びを深め実践するとともに、農業など他学科
と連携し、生産から製造、販売までの一連の流れを総合的に学べる複合学科を設置する。

水産系 ～3

大学や企業、研究施設との連携により、先端技術に関する学びを充実させ、オンライン等を効
果的に活用し、その成果を学校間で共有する。また、ＡＩやＩｏＴなどを学びに取り入れるほか、
商品開発や流通、マーケティングなど実社会で求められる能力を身に付けるため、商業など
他学科と連携し、水産資源の６次産業化を含む生産から製造・販売までの一連の流れを総合
的に学べる複合学科を設置する。

家庭系 ２
家庭に関する学びは、地域の福祉を支える人材の育成だけでなく、幅広い領域での活躍を見
据え、将来の多様な進路選択につながる教育の充実を図ります。

看護系 1
看護に関する学びは、地域の福祉や医療を支える人材の育成だけでなく、幅広い領域での活
躍を見据え、将来の多様な進路選択につながる教育の充実を図る。

ideal ９
生徒の多様な生活・学習スタイルに応じてフレキシブルに学ぶことのできる学習者中心の柔
軟な授業時間や、福祉などのキャリア教育にも対応したカリキュラムの設定、チューター制の
導入、個に応じた学習を支える体制を構築する。

県立全日制計 ～168 ※一部くくり募集を想定しているため、重複計上があり、合計の学級数は必要学級数を上回る。

市立仙台

※市立のため、市教委と学級数等について、今後調整
市立仙台工業
市立仙台商業

市立桜坂
市立全日制計
県立＋市立計 188 ※仙台市、石巻市との調整の結果、変動する可能性がある。
※英語、理数、体育、美術、災害科学、国際の学びは進学系・普通系に含まれる。
※上記学級数に中等教育学校の学級数は含まれない。

みやぎ県立高校将来ビジョン ２０２６→２０４０第１期実施計画の策定について
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Ｒ７現在の配置状況 Ｒ２１年春の姿

宮城県（定時制・通信制等）

学級数

学科別

普通 工業

南部 昼間 1 1

中部
昼間 6 6

夜間 6 2 4

北部
（大崎）

昼間 3 3

夜間 2 2

東部
（石巻）

昼間 3 3

夜間 2 2

東部
（登米）

夜間 1 1

気仙沼 夜間 1 1

定時制計 25 19 6 通信制 500

※定員数

＜定時制・通信制＞

学びの類型
※市立は高校名

学級数 役割

定時制（昼間） ３
定時制高校の現状を踏まえながら、ｉｄｅａｌスクールで取り組んだ実績を
活用し、生徒の多様な学習スタイルや生活状況により一層対応できる教
育の在り方を検討する。

定時制（夜間） ５
定時制高校の現状を踏まえながら、ｉｄｅａｌスクールで取り組んだ実績を
活用し、生徒の多様な学習スタイルや生活状況により一層対応できる教
育の在り方を検討する。

通信制
(500名）
※定員

通信制高校（課程）のニーズを踏まえながら、スクーリング拠点や通信制
高校の増設を行うことで、場所や時間にとらわれず学べる学習機会の充
実を図り、全ての生徒が安心して学びを継続できる環境を整備する。

公立定時制計 ８

市立仙台大志
（Ⅰ部、Ⅱ部）

※市立のため、市教委と学級数等について、今後調整
市立仙台工業

（夜間）

市立定時制計

県立＋市立計 １３ ※仙台市との調整の結果、変動する可能性がある。

＜その他別枠＞

学びの類型 学級数 役割

ideal ７

生徒の多様な生活・学習スタイルに応じてフレキシブルに学ぶことのでき
る学習者中心のｉｄｅａｌスクールの柔軟な授業時間やカリキュラムの設定、
チューター制の導入、個に応じた学習を支える体制の有効性などの実績
を踏まえ、他地域への拡充を検討します。

別枠計 ７

みやぎ県立高校将来ビジョン ２０２６→２０４０第１期実施計画の策定について
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学校名 学級数

校数 学科別

9 普通 体育 農業 工業 商業 看護 総合

白石 7 6 1

白石蔵王 1 1

柴田 4 3 1

大河原産業 6 2 4

村田 3 3

白石工業 6 6

角田 4 4

伊具 3 3

大河原産業川崎 1 1

全日制計 35 15 1 2 6 4 1 6

－ 43% 3% 6% 17% 11% 3% 17%

白石七ヶ宿
（昼間）

1 1

定時制計 1 1

学びの類型 学級数 役割

進学系・
普通系

7

高い学力と探究力を身に付けることを目指し、ピアグループを形成することや、
進学意識の高い生徒のための教育課程の充実など、希望進路の実現に向けた
学習環境を整備する。また、普通科の改革の推進により、地域の特色や社会的
ニーズに応じた新たな学科の設置や、地域や大学等と連携した探究的な学び
の推進など、総合的な探究の時間や学校設定科目などの活用により、従来の
普通科の考え方にとらわれない学びを創出し、地域や学校の特色に応じた魅
力化を図る。

農業系 1

ＡＩやＩｏＴ、データ分析などのスマート農業に必要とされる情報・デジタル技術
やバイオテクノロジーなどの学びを教育課程に取り入れる。また、地域の産業・
自然・文化などの特色を反映した教育課程を設定することで、生徒が地域資源
に触れながら課題解決型の学習に取り組み、実社会で活かせる力を育成でき
る複合学科を設置する。

工業系 3

生徒が複数の専門分野に触れ、自身の興味・関心や将来の進路に応じた学び
を選択できるよう、幅広く選択可能な柔軟なカリキュラムを設定する。また、学
校間連携や地域の企業・団体との協働を通じ、多様な実習先や実践的な学習
機会を確保し、ＡＩやＩｏＴなどの学びも取り入れながら、最新の技術や現場の課
題に対応できる能力を育成する学習環境を整備する。

商業系 3

地域資源や産業の特長を理解し、商品開発や流通、マーケティングなど実社会
で求められるＡＩなどの活用を含む知識や技術について、より学びを深め実践
するとともに、農業など他学科と連携し、生産から製造、販売までの一連の流
れを総合的に学べる複合学科を設置する。

看護系 1
看護に関する学びは、地域の福祉や医療を支える人材の育成だけでなく、幅広
い領域での活躍を見据え、将来の多様な進路選択につながる教育の充実を図
る。

全日制計 15

○中学校卒業者数（R7.3卒業者）：１，３４９人
○全日制設置学級数：３５学級（９校）
※Ｒ７全日制必要学級数：２８学級
○定時制設置学級数：１学級（１校）

○中学校卒業者数（R21.3卒業者）：６４１人
○全日制必要学級数見込み：１５学級

Ｒ７現在の配置状況 Ｒ２１年春の姿

南部地区

※圏域でアイデアルの要素を取り入れ、多様な生徒へのニーズに対応する。

みやぎ県立高校将来ビジョン ２０２６→２０４０第１期実施計画の策定について
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学校名 学級数

校数
29

学科別

普通

8
農業 工業 商業 体育 英語 家政 理数 美術 災害 国際

仙台第一 8

仙台第二 8 8

仙台第三 8 6 2

宮城第一 7 5 1 1

仙台向山 5 4 1

仙台二華 6 6

仙台南 7 7

仙台東 6 5 1

泉館山 6 6

泉 6 5 1

泉松陵 6 6

宮城野 6 5 1

仙台三桜 7 7

仙台西 6 6

多賀城 7 6 1

名取北 6 6

富谷 6 6

黒川 5 2 3

利府 7 5 2

塩釜 8 6 2

松島 4 2 2

工業 8 8

農業 6 6

宮城広瀬 6 6

名取 7 6 1

亘理 4 2 1 1

市立仙台 8 8

市立仙台工業 6 6

市立仙台商業 8 8

全日制計 188 139 7 17 12 2 2 2 4 1 1 1

－ 74% 4% 9% 6% 1% 1% 1% 2% 1% 1% 1%

学びの類型
※市立は高校名

学級数 役割

進学系・
普通系

８１

高い学力と探究力を身に付けることを目指し、ピアグループを形成することや、進学意識の
高い生徒のための教育課程の充実など、希望進路の実現に向けた学習環境を整備する。ま
た、普通科の改革の推進により、地域の特色や社会的ニーズに応じた新たな学科の設置や、
地域や大学等と連携した探究的な学びの推進など、総合的な探究の時間や学校設定科目な
どの活用により、従来の普通科の考え方にとらわれない学びを創出し、地域や学校の特色
に応じた魅力化を図る。

農業系 6

研究・開発を志す生徒には学術的な学び、技術の磨き上げを目指す生徒には実践的で専門
的な学びを提供することで、生徒の多様な進路希望に応じた知識・技能を総合的に育成し、
生徒が自らの可能性を最大限に発揮して新たな領域を切り拓くことができる環境を整える。
また、農業系の学びに理数系の学びを取り入れることなどによる、理数系教育の強化や専
門技術教育の実践などを重点的に行い、データサイエンスや環境技術、バイオテクノロジー
など、先端科学技術や地域産業の発展に寄与できるスペシャリストの育成を目指す。

工業系 10

研究・開発を志す生徒には学術的な学び、技術の磨き上げを目指す生徒には実践的で専門
的な学びを提供することで、生徒の多様な進路希望に応じた知識・技能を総合的に育成し、
生徒が自らの可能性を最大限に発揮して新たな領域を切り拓くことができる環境を整える。
また、工業系の学びに理数系の学びを取り入れることなどによる、理数系教育の強化や専
門技術教育の実践などを重点的に行い、データサイエンスや環境技術、バイオテクノロジー
など、先端科学技術や地域産業の発展に寄与できるスペシャリストの育成を目指す。

商業系 2
観光などの地域資源や産業の特長を理解し、商品開発や流通、マーケティングなど実社会
で求められるＡＩなどの活用を含む知識や技術について、より学びを深め実践するとともに、
他学科と連携し、総合的に学べる複合学科を設置する。

家庭系 １
家庭に関する学びは、地域の福祉を支える人材の育成だけでなく、幅広い領域での活躍を
見据え、将来の多様な進路選択につながる教育の充実を図ります。

ideal ９
生徒の多様な生活・学習スタイルに応じてフレキシブルに学ぶことのできる学習者中心の
柔軟な授業時間や、福祉などのキャリア教育にも対応したカリキュラムの設定、チューター
制の導入、個に応じた学習を支える体制を構築する。

県立全日制計 109 ※英語、理数、体育、美術、災害科学、国際の学びは進学系・普通系に含まれる。

市立仙台

※仙台市立のため、市教委と学級数等について、今後調整市立仙台工業

市立仙台商業

市立全日制計

県立＋市立計 128 ※仙台市との調整の結果、変動する可能性がある。

Ｒ７現在の配置状況 Ｒ２１年春の姿

中部地区（全日制）

○中学校卒業者数（R7.3卒業者）：１３，３１５人
○全日制設置学級数：１８８学級（２９校）
※Ｒ７全日制必要学級数：１８９学級
○定時制設置学級数：１３学級（５校）

○中学校卒業者数（R21.3卒業者）：９，２６３人
○全日制必要学級数見込み：１２８学級
○定時制設置学級数：１０学級

※上記学級数に中等教育学校の学級数は含まれない。

みやぎ県立高校将来ビジョン ２０２６→２０４０第１期実施計画の策定について
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学級数

学科別

普通 工業

貞山（昼３、夜１） 4 4

市立仙台大志
（Ⅰ部３、Ⅱ部１）

4 4

第二工業（夜間） 2 2

市立仙台工業（夜間） 2 2

名取（夜間） 1 1

定時制計 13 9 4

Ｒ７現在の配置状況

中部地区（定時制）

Ｒ２１年春の姿

学びの類型
※市立は高校名

学級数 役割

定時制（昼間） 3
定時制高校の現状を踏まえながら、ｉｄｅａｌスクールで取り組んだ実績を活
用し、生徒の多様な学習スタイルや生活状況により一層対応できる教育の
在り方を検討する。

定時制（夜間） 2
定時制高校の現状を踏まえながら、ｉｄｅａｌスクールで取り組んだ実績を活
用し、生徒の多様な学習スタイルや生活状況により一層対応できる教育の
在り方を検討する。

通信制
(500名）
※定員

通信制高校（課程）のニーズを踏まえながら、スクーリング拠点や通信制高
校の増設を行うことで、場所や時間にとらわれず学べる学習機会の充実
を図り、全ての生徒が安心して学びを継続できる環境を整備する。

県立定時制計 5

市立仙台大志
（Ⅰ部、Ⅱ部）

※仙台市立のため、市教委と学級数等について、今後調整
市立仙台工業

（夜間）

市立定時制計

県立＋市立計 10 ※仙台市との調整の結果、変動する可能性がある。

公立学級数計 138

通信制 500

※定員数

みやぎ県立高校将来ビジョン ２０２６→２０４０第１期実施計画の策定について
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Ｒ７現在の配置状況（大崎）

北部地区

Ｒ２１年春の姿

学校名 学級数

校数 学科別

11 普通 農業 工業 商業 家政 総合

古川 6 6

古川黎明 6 6

岩出山 2 2

鹿島台商業・松山・南郷 6 2 1 2 1

小牛田農林 5 2 3

涌谷 3 3

中新田 3 3

加美農業 3 3

古川工業 6 6

全日制計 40 22 6 6 2 1 3

－ 55% 15% 15% 5% 3% 8%

田尻さくら 3 3

古川工業（夜間） 2 2

定時制計 5 3 2

○中学校卒業者数（R7.3卒業者）：１，６６９人
○全日制設置学級数：４０学級（１１校）※Ｒ７全日制必要学級数：３０学級

○定時制設置学級数：５学級（２校）

Ｒ７現在の配置状況（栗原）

学校名 学級数
校数 学科別

4 普通 商業 総合
築館 4 4

築館一迫商業 1 1

岩ケ崎 2 2

迫桜 4 4

全日制計 11 6 1 4

－ 55% 9% 36%

○中学校卒業者数（R7.3卒業者）：４４７人
○全日制設置学級数：１１学級（４校）※Ｒ７全日制必要学級数：９学級

学びの類型 学級数 役割

進学系・
普通系

8

高い学力と探究力を身に付けることを目指し、ピアグループを形成することや、進学
意識の高い生徒のための教育課程の充実など、希望進路の実現に向けた学習環境
を整備する。また、普通科の改革の推進により、地域の特色や社会的ニーズに応じた
新たな学科の設置や、地域や大学等と連携した探究的な学びの推進など、総合的な
探究の時間や学校設定科目などの活用により、従来の普通科の考え方にとらわれな
い学びを創出し、地域や学校の特色に応じた魅力化を図る。

農業系 4

ＡＩやＩｏＴ、データ分析などのスマート農業に必要とされる情報・デジタル技術などの
学びを教育課程に取り入れるとともに、地域の特色を反映した教育課程を設定する
ことで、生徒が地域資源に触れながら課題解決型の学習に取り組み、実社会で活か
せる力を育成できる複合学科を設置する。また、「食」をテーマとした様々な職業専
門的な学びのほか、農場を活用したキャンパス制による農業教育を展開する。

工業系 4

生徒が複数の専門分野に触れ、自身の興味・関心や将来の進路に応じた学びを選択
できるよう、幅広く選択可能な柔軟なカリキュラムを設定する。また、学校間連携や
地域の企業・団体との協働を通じ、多様な実習先や実践的な学習機会を確保し、ＡＩ
やＩｏＴなどの学びも取り入れながら、最新の技術や現場の課題に対応できる能力を
育成する学習環境を整備する。

商業系 3

地域資源や産業の特長を理解し、商品開発や流通、マーケティングなど実社会で求
められるＡＩなどの活用を含む知識や技術について、より学びを深め実践するととも
に、農業など他学科と連携し、生産から製造、販売までの一連の流れを総合的に学
べる複合学科を設置する。

家庭系 1
家庭に関する学びは、地域の福祉を支える人材の育成だけでなく、幅広い領域での
活躍を見据え、将来の多様な進路選択につながる教育の充実を図ります。

ideal 4
（別枠）

生徒の多様な生活・学習スタイルに応じてフレキシブルに学ぶことのできる学習者
中心の柔軟な授業時間や、看護、福祉などのキャリア教育にも対応したカリキュラム
の設定、チューター制の導入、個に応じた学習を支える体制を構築する。

全日制計 24

学びの類型 学級数 役割

定時制
（夜間）

1
（別枠）

定時制高校の現状を踏まえながら、ｉｄｅａｌスクールで取り組んだ実績を活用し、生徒
の多様な学習スタイルや生活状況により一層対応できる教育の在り方を検討します。

定時制計 1

県立学級数計 25

○中学校卒業者数（R21.3卒業者）：１，０９６人 ○全日制必要学級数見込み：２０学級
○定時制設置学級数（別枠）：１学級 ○その他別枠の学級数４学級

みやぎ県立高校将来ビジョン ２０２６→２０４０第１期実施計画の策定について
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Ｒ７現在の配置状況（石巻）

東部地区

Ｒ２１年春の姿

学校名 学級数

校数 学科別

8 普通 工業 商業 水産 総合

石巻 6 6

石巻好文館 5 5

石巻西 4 4

水産 3 3

石巻商業 4 4

石巻工業 5 5

石巻北 4 4

市立桜坂 4 4

全日制計 35 19 5 4 3 4

－ 54% 14% 11% 9% 11%

東松島（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ） 3 3

石巻北飯野川（昼間） 1 1

定時制計 4 4

Ｒ７現在の配置状況（登米）

学校名 学級数
校数 学科別

3 普通 農業 工業 商業 福祉

佐沼 6 6

登米 2 2

登米総産 6 1 3 1 1

全日制計 14 8 1 3 1 1

－ 57% 7% 21% 7% 7%

佐沼（夜間） 1 1

定時制計 1 1

○中学校卒業者数（R7.3卒業者）：１，４０３人
○全日制設置学級数：３５学級（８校）※Ｒ７全日制必要学級数：２８学級

○定時制設置学級数：４学級（２校）

○中学校卒業者数（R7.3卒業者）：６１５人
○全日制設置学級数：１４学級（３校）※Ｒ７全日制必要学級数：１１学級

○定時制設置学級数：１学級（１校）

学びの類型
※市立は高校名

学級数 役割

進学系・
普通系

9

高い学力と探究力を身に付けることを目指し、ピアグループを形成することや、進学意識の
高い生徒のための教育課程の充実など、希望進路の実現に向けた学習環境を整備する。ま
た、普通科の改革の推進により、地域の特色や社会的ニーズに応じた新たな学科の設置や、
地域や大学等と連携した探究的な学びの推進など、総合的な探究の時間や学校設定科目
などの活用により、従来の普通科の考え方にとらわれない学びを創出し、地域や学校の特
色に応じた魅力化を図る。

農業系 1

ＡＩやＩｏＴ、データ分析などのスマート農業に必要とされる情報・デジタル技術やバイオテク
ノロジーなどの学びを教育課程に取り入れるとともに、キャンパス制の活用による農業の
学びを展開するなど、地域の産業・自然・文化などの特色を反映した教育課程を設定するこ
とで、生徒が地域資源に触れながら課題解決型の学習に取り組み、実社会で活かせる力を
育成できる複合学科を設置する。

工業系 4

生徒が複数の専門分野に触れ、自身の興味・関心や将来の進路に応じた学びを選択できる
よう、幅広く選択可能な柔軟なカリキュラムを設定する。また、キャンパス制の活用による
工業の学びを展開するほか、学校間連携や地域の企業・団体との協働を通じ、多様な実習
先や実践的な学習機会を確保し、ＡＩやＩｏＴなどの学びも取り入れながら、最新の技術や現
場の課題に対応できる能力を育成する学習環境を整備する。

商業系 2

地域資源や産業の特長を理解し、商品開発や流通、マーケティングなど実社会で求められ
るＡＩなどの活用を含む知識や技術について、より学びを深め実践するとともに、水産など
他学科と連携し、生産から製造、販売までの一連の流れを総合的に学べる複合学科を設置
する。

水産系 2

大学や企業、研究施設との連携により、先端技術に関する学びを充実させ、オンライン等を
効果的に活用し、その成果を学校間で共有する。また、ＡＩやＩｏＴなどを学びに取り入れるほ
か、商品開発や流通、マーケティングなど実社会で求められる能力を身に付けるため、商業
など他学科と連携し、水産資源の６次産業化を含む生産から製造・販売までの一連の流れ
を総合的に学べる複合学科を設置する。

ideal 3
（別枠）

生徒の多様な生活・学習スタイルに応じてフレキシブルに学ぶことのできる学習者中心の
柔軟な授業時間や、農業などのキャリア教育にも対応したカリキュラムの設定、チューター
制の導入、個に応じた学習を支える体制を構築する。

県立全日制計 21

市立桜坂 ※石巻市立のため、市教委と学級数等について、今後調整

市立全日制計

県立＋市立計 23 ※石巻市との調整の結果、変動する可能性がある。

学びの類型 学級数 役割

定時制
（夜間）

1
（別枠）

定時制高校の現状を踏まえながら、ｉｄｅａｌスクールで取り組んだ実績を活用し、生徒の多様
な学習スタイルや生活状況により一層対応できる教育の在り方を検討します。

県立定時制計 1

○中学校卒業者数（R21.3卒業者）：１，０２９人 ○全日制必要学級数見込み：２０学級
○定時制設置学級数（別枠）：１学級 ○その他別枠の学級数：３学級

公立学級数計 24

みやぎ県立高校将来ビジョン ２０２６→２０４０第１期実施計画の策定について
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Ｒ７現在の配置状況

気仙沼地区

Ｒ２１年春の姿

学校名 学級数

校数 学科別

4 普通 工業 商業 水産 総合

気仙沼 6 6

本吉響 3 3

気仙沼向洋 3 1 2

南三陸 3 2 1

全日制計 15 8 1 1 2 3

－ 53% 7% 7% 13% 20%

気仙沼（夜間） 1 1

定時制計 1 1

○中学校卒業者数（R7.3卒業者）：４６７人
○全日制設置学級数：１５学級（４校）
※Ｒ７全日制必要学級数：１０学級
○定時制設置学級数：１学級（１校）

学びの類型 学級数 役割

進学系・
普通系

3

高い学力と探究力を身に付けることを目指し、ピアグループを形成すること
や、進学意識の高い生徒のための教育課程の充実など、希望進路の実現に向
けた学習環境を整備する。また、普通科の改革の推進により、地域の特色や
社会的ニーズに応じた新たな学科の設置や、地域や大学等と連携した探究的
な学びの推進など、総合的な探究の時間や学校設定科目などの活用により、
従来の普通科の考え方にとらわれない学びを創出し、地域や学校の特色に応
じた魅力化を図る。

工業系

2

生徒が複数の専門分野に触れ、自身の興味・関心や将来の進路に応じた学び
を選択できるよう、幅広く選択可能な柔軟なカリキュラムを設定する。また、
学校間連携や地域の企業・団体との協働を通じ、多様な実習先や実践的な学
習機会を確保し、ＡＩやＩｏＴなどの学びも取り入れながら、最新の技術や現場
の課題に対応できる能力を育成する学習環境を整備する。

地域資源や産業の特長を理解し、商品開発や流通、マーケティングなど実社
会で求められるＡＩなどの活用を含む知識や技術について、より学びを深め実
践するとともに、水産など他学科と連携し、生産から製造、販売までの一連の
流れを総合的に学べる複合学科を設置する。

商業系

水産に関する基礎的な知識・技術に加え、ＡＩやＩｏＴなどを学びに取り入れる
ほか、商品開発や流通、マーケティングなど実社会で求められる能力を身に
付けるため、商業など他学科と連携し、水産資源の６次産業化を含む生産か
ら製造・販売までの一連の流れを総合的に学べる複合学科を設置する。

水産系

全日制計 5

○中学校卒業者数（R21.3卒業者）：２１１人
○全日制必要学級数見込み：５学級
○定時制設置学級数（別枠）：１学級

※圏域でアイデアルの要素を取り入れ、多様な生徒へのニーズに対応する。

学びの類型 学級数 役割

定時制
（夜間）

1
（別枠）

個に応じた多様な学びの提供やキャリア教育の充実により、多様な生徒の個
性の伸長を図り、社会の向上・発展に寄与できる人材を育成する。

定時制計 1

県立学級数計 6

みやぎ県立高校将来ビジョン ２０２６→２０４０第１期実施計画の策定について
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みやぎ県立高校将来ビジョン 2026→2040第１期実施計画策定スケジュール

令和８年６月１７日 ・令和８年度第１回県立高等学校将来構想審議会

令和８年７～９月 ・地区別意見聴取会
（７/２５東部・北部、７/２６気仙沼、８/２中部・南部）

・市町村等説明会
・中学生への意見聴取等

令和８年１０月下旬～１１月上旬 ・令和８年度第２回県立高等学校将来構想審議会

令和8年１１月中旬～12月中旬 ・パブリックコメント

令和9年1月 ・文教警察委員会報告

令和９年2月 ・第１期実施計画決定

みやぎ県立高校将来ビジョン ２０２６→２０４０第１期実施計画の策定について
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高等学校等教育改革促進事業の採択結果について

全県立高校のレベルアップに向けた、オンラインをフル活用した教育空間の拡張
（オンライン教育センターの設置）

９
億円

全県下の進学力向上に向けた、4圏域拠点校と仙台市内ナンバースクール
との県立高校連合

11.5
億円2

専門学科の実践的な学び県工業高校

⚫企業活動を踏まえた実践的な内容により生産技術や品質
保証などを担う人材を育成

⚫複合型工作機械・産業用ロボットの導入と学科横断による
実社会につながる学び

⚫工業系高校からの遠隔操作や企業・大学とのデータ共有

⚫小中学生など地域に開かれた校外開放スペースを整備

3
県内企業で活躍する人材育成に向けた、県工業高校のアップデートと
県内工業系高校による共同利用

30.5
億円

■ 申請した４事業のうち１事業（県水産高校・11億円）採択。 【 全国の状況 今回申請分：171／採択数：69 】
■ 現時点で保留とされている他の３事業は、国からの指摘を踏まえて内容を精査し、今後の採択を目指す。

県全体の課題設定、改革先導拠点の選定、事業の推進体制は妥当性を評価された一方、一部改善を要する点が示された。

県水産高校 専門学科の実践的な学び

持続可能な漁業に向けた、次世代型「陸上養殖・水産イノベーション教育拠点」
の整備

11
億円4

⚫半閉鎖循環式の陸上養殖施設を整備してAI・IoTで水
温・水質を管理する養殖教育を推進

⚫バイオ・ICT・水質管理・自動化制御などの先進技術を
習得

⚫他学科と連携し水産資源の６次産業化に対応した実
践的な学び

◎

採

択

進学力向上4圏域【白石・古川・石巻・気仙沼】進学系拠点校＋ナンバースクール

⚫４圏域拠点校の生徒が仙台地区各校の特色ある授業
を受けられる環境を整備

⚫９校で文理横断型の課外講習・合同学習を実施

⚫仙台第一高の施設を活用して９校の生徒・教員が参
集するラボスペースを設置

⚫授業を支える予習・復習コンテンツを開発

学びの量的・質的充実全ての県立高校（オンライン教育センター）

1
⚫小規模校への多様な科目配信

⚫習熟度別学習コンテンツをオンデマンドで展開

⚫全県立高校のネットワーク化とデジタル・リアルを組み合わ
せた発表・交流

⚫仙台第二高校敷地内にオンライン教育センターを設置し
て大学・企業と連携

あああああああ

海 外

地 域

学校間

学 校

オンライン連携

オンライン連携

交 流

オンライン授業配信 学校間連携等のサポート

ノウハウの共有

大 学

市町村

企 業

海外校

海外校

海外校

オンライン教育センター

Ａ高校

Ｄ高校

Ｃ高校Ｂ高校

小規模校

審査結果所見（総評）

⚫ 少子化を見据え全県を一つの学校とみな
すネットワークの構築

⚫ 習熟度別学習や地域差を越えた科目アク
セスなど多様な学習ニーズに対応する計画

〈特に優れた点〉

⚫ 従来の遠隔授業との違いや独自性の提
示

⚫ 大学や産業界等との恒常的な連携体
制の構築と成果普及の方略の具体化

〈改善を要する点〉

⚫ STEAMや文理融合探究を学校間連携
と組み合わせる明確な方向性

⚫ 探究学習の深化に必要な教員の資質
能力向上の検討

〈特に優れた点〉

⚫ 理数系人材の確保に向けた教育内容や
目標設定のさらなる明確化

⚫ 各授業への位置付けや協力校との連携
における調整方法の具体化

〈改善を要する点〉

⚫ 半導体や高度ものづくりに対応した設備
整備と外部からの技術支援

⚫ 成果普及の取組の構造化と教職員を対
象とした多様な取組

〈特に優れた点〉

⚫ 各学科の単元や評価方法など具体的な
教育課程への落とし込み

⚫ 探究的な学びやアントレプレナーシップに
関する教員研修の拡充

〈改善を要する点〉

⚫ 陸上養殖や水産DXなど地域の水産課
題に対応する明確な目的

⚫ 商業高校等への普及想定やこれまでの
実績を活かした外部連携

〈特に優れた点〉

⚫ 育成する能力のさらなる検討と具体的な
カリキュラム・科目内容刷新への反映

⚫ 事業終了後も見据えた持続可能な運営
体制・コストの精査

〈改善を要する点〉

△
今
回
保
留

△
今
回
保
留

△
今
回
保
留

課 長 報 告 （ ３ ）
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「部活動の遠征等における移動手段等に関する実態調査」の結果について

１ 調査内容

部活動の遠征等における移動の実態及び安全管理体制等に
ついて

２ 調査対象

県立学校９１校で遠征等を実施した全ての運動部及び文化部
（サークルや同好会等を含む）

３ 調査対象とした遠征等

（１） 県外大会（コンクールを含む）
（２） 県内大会（コンクールを含む）
（３） 大会以外の県外遠征（練習試合や合宿等を含む）
（４） 大会以外の県内遠征（練習試合や合宿等を含む）

４ 調査対象期間

令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで

５ 調査項目

（１）遠征等の実施回数及び移動手段、経費負担について

（２）業者（バス会社等）との契約形態について

（３）安全確保・安全管理について

６ 調査結果

○遠征等を実施した学校は７５校
（高等学校６６校、特別支援学校７校、中学校２校）

○全体の実施回数：１６，２３８回

課長報告 （ ４ ）
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（１） 県外大会（コンクールを含む） 実施回数：６９９回

（２） 県内大会（コンクールを含む） 実施回数：６，２１８回

「部活動の遠征等における移動手段等に関する実態調査」の結果について「部活動の遠征等における移動手段等に関する実態調査」の結果について

（３） 大会以外の県外遠征（練習試合や合宿等を含む）
実施回数：１，２３６回

（４） 大会以外の県内遠征（練習試合や合宿等を含む）
実施回数：８，０８５回
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「部活動の遠征等における移動手段等に関する実態調査」の結果について「部活動の遠征等における移動手段等に関する実態調査」の結果について

７ 調査分析

（１）移動手段の傾向（全体）
・公共交通機関・貸切バス・保護者送迎（現地集合）による移動
が９３％
・教職員自家用車やレンタカー（顧問運転）による移動が６％
＜理由＞
目的地までの公共交通機関が整備されていない
少人数のため、バスの手配が困難な状況
試合開始時間が早く、公共交通機関では間に合わない 等

（２）業者（バス会社等）との契約形態について
・バス会社に依頼した学校は５３校
（高等学校５０校、特別支援学校１校、中学校２校）

・電話による口頭での依頼や、事前の見積徴収を行わずにバス
を依頼していた等の学校が８校
・いわゆる「白タク」行為に該当する事例はなかった

（３）安全確保・安全管理について
・対象となる全ての学校（７５校）において、安全確保や安全管
理が図られていた
（保護者からの承諾、遠征等実施における管理職の確認、
危機管理マニュアルに基づいた対応）

（４）経費負担について
・保護者負担が多くを占めており、生徒会遠征費や部活動後援
会費、高体連等の外部からの補助金等の負担もあった

８ 今後の対応について

（１）部活動等における遠征時の移動については、生徒の安全確保
を最優先とした上で、令和８年５月１２日付けで発出した通知に
基づいた対応がなされるよう、各学校に対して周知・徹底を図っ
ていく。

（２）令和８年６月３０日付けで、国から通知が発せられたことから、
他自治体における対応なども参考にしながら、現行のガイドライ
ンの見直しなどにより、より安全で持続可能な部活動環境の整
備に努めていく。
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